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老
人
健
康
法
が
昭
和
五
十
八
年
二
月
一
自
に
施
行
さ
れ
、
包
+
品
目
山
以
上
の
方
は
、
各
種
の
健
康
診

資
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
年
経
過
し
た
今
で
も
、
予
定
さ
れ
た
対
象
者

四
万
五
千
人
の
う
ち
、
一
般
健
康
診
査
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
一
年
間
で
約
六
千
人
(
二
二
%
)
と

非
常
に
少
な
い
数
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
が
ん
な
ど
の
成
人
病
は
、
み
な
さ
ん
の
知
ら
な

い
間
に
、
ひ
そ
か
に
し
の
び
よ
っ
て
い
ま
す
。
恐
ろ
し
い
成
人
病
を
寄
せ
つ
け
な
い
た
め
に
、
臼
ご

ろ
の
健
康
づ
く
り
と
、
健
康
診
査
を
受
け
、
自
分
自
身
の
健
康
を
議
か
め
ま
し
ょ
う
。

鍵
康
診
査
の
申
し
込
み

一
般
健
康
診
査
の
受
診
希
望
者

は
、
最
寄
り
の
鐙
定
議
診
機
関
に

鍵
媛
手
緩
(
交
付
さ
れ
て
い
な
い

方
は
保
険
証
)
を
持
参
す
れ
ば
受
・

最
近
の
臼
本
人
の
死
亡
状
況
を
上
の
人
口
は
、
現
在
、
余
人
口
の
現
在
四
千
八
百
五
十
三
人
(
一
診
で
き
ま
す
。
な
お
、
市
内
の
病

み
る
と
、
死
亡
原
因
の
第
一
位
は
九
・
八
%
で
す
が
、
十
五
年
後
に

0
・
A
%
)
の
方
が
受
診
し
て
、
院
(
市
民
病
院
を
除
く
)
や
医
践

が
ん
で
、
第
二
位
が
脳
革
ふ
山
べ
第
は
全
人
口
の
一
六
%
、
三
十
年
後
自
分
の
健
康
を
篠
か
め
て
い
ま
は
、
ほ
と
ん
ど
士
山
の
指
定
検
診
機

一
一
一
位
心
臓
病
と
な
っ
て
い
ま
す
。
に
は
、
一
一
二
%
と
予
想
さ
れ
、
老
す
。
そ
の
中
に
は
、
自
覚
症
状
が
関
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
二
つ
の
病
気
で
死
亡
し
た
人
齢
化
社
会
が
訪
れ
ま
す
。
全
く
な
い
の
に
、
肝
綴
疾
患
や
糖
こ
の
予
援
は
、
健
康
管
理
に
活

は
、
全
死
亡
者
の
六
O
%
以
上
を
こ
の
よ
う
に
、
長
い
人
生
を
健
尿
病
等
が
早
期
に
発
見
さ
れ
て
治
用
す
る
も
の
で
、
毎
年
検
診
を
受

占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
成
人
病
や
か
に
生
き
、
充
実
し
た
人
生
を
療
し
た
幸
せ
な
人
も
い
ま
す
。
け
る
と
き
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

の
代
表
的
な
病
気
で
す
。
こ
の
ほ
示
右
た
め
に
は
、
壮
年
期
か
ら
の

か

二

量

産

の

病

気

や

長

襲

づ

く

り

と

一

健

康

診

査

な

ど

に

が

ん

検

診

を

受

け

よ

う

病
、
肝
硬
変
な
ど
も
入
る
し
、
糖
よ
る
成
人
病
の
予
紡
が
大
切
な
の

4
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尿

病

も

増

え

て

い

る

成

人

病

の

ひ

で

す

。

一

年

簡

に

二

百

五

十

人

も

死

亡

と

つ

で

す

。

そ

こ

で

、

自

分

の

健

康

は

、

自

し
か
も
、
こ
れ
ら
成
人
病
で
死
分
の
手
で
つ
く
っ
て
い
た
だ
こ
う
市
内
の
昭
和
五
十
八
年
度
の
が
が
ん
検
診
の
内
容

亡
す
る
入
、
成
人
病
に
か
か
る
人
と
施
行
さ
れ
た
の
が
、
老
人
健
康
ん
の
死
亡
者
は
、
二
百
五
十
一
二
人
軍
宵
が
ん
集
団
検
診
叫
議
以
上

は
年
々
、
織
か
な
足
ど
り
で
増
加
法
で
す
。
で
胃
が
ん
が
最
も
多
く
六
十
三
の
男
女
(
五
百
円
)

〉

し

て

い

ま

す

。

老

人

健

康

法

の

施

策

は

、

①

縫

入

、

次

い

で

肺

が

ん

が

百

十

八

e

子
宮
が
ん
施
設
検
診
初
歳
以

じ
ま
た
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
康
手
憾
の
交
付
、
②
健
康
診
査
、
入
、
第
三
位
が
肝
臓
が
ん
で
二
十
上
の
婦
人
(
一
千
円
)

噛
は
、
昭
和
五
十
八
年
で
勇
七
十
四
ゆ
機
飽
訓
練
、
③
訪
問
指
建
⑤
一
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
を
@
子
宮
が
ん
集
団
検
診
初
歳
以

制
裁
、
女
七
十
九
歳
左
な
り
、
男
女
健
康
相
談
、
⑤
健
康
教
育
の
六
つ
む
圧
す
る
に
は
、
集
団
検
診
や
僧
上
の
婦
人
(
凶
百
円
)

時
と
も
世
界
一
の
長
寿
国
に
な
っ
て
の
事
業
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
て
い
別
検
診
に
よ
る
早
期
発
見
・
早
期
・
乳
が
ん
集
務
検
診
釦
歳
以
上

↓

い

ま

す

。

そ

し

て

、

六

十

五

歳

以

ま

す

。

治

療

が

一

議

有

力

な

手

段

で

す

。

の

婦

人

(

六

百

円

)

吋

し

か

し

、

市

内

の

が

ん

の

一

検

診

申

し

込

み

は

、

市

役

所

や

雲

山

お

誕

生

月

に

鰭

壊

諺

査

受

診

室

、

昭

和

五

十

八

年

度

で

民

館

に

置

い

で

あ

る

申

込

書

で

ま

た

吋

H

A

i

l

-

:

:

-

は
、
延
五
子
吉
…
二
十
一
人
、
昭
和
は
官
製
は
が
き
に
、
希
遣
す
る
検

制

的

歳

以

上

の

方

に

健

康

手

帳

五

十

九

年

度

は

、

延

一

万

六

百

五

診

意

書

い

て

健

康

議

へ

申

し

込

欄

四

十

四

人

(

見

込

み

)

で

、

約

千

五

み

ま

す

。

詳

し

い

こ

と

は

、

七

商

酎
平
塚
市
で
は
、
健
厳
重
の
交
検
診
さ
れ
る
よ
う
勧
め
て
い
ま
百
人
ほ
ど
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
「
が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
」
を
ご

磯

信

昔

、

六

十

八

歳

以

上

と

六

十

五

す

。

ま

だ

ま

だ

低

い

数

字

と

い

わ

ざ

る

覧

く

だ

さ

い

。

二
歳
以
上
の
寝
た
き
り
老
人
に
、
医
ま
ιぺ
臣
民
幅
削
が
必
要
だ
と
認
め
を
得
ま
せ
ん
。

げ
療
受
給
者
註
と
一
緒
に
交
付
し
て
た
人
は
、
精
密
検
査
も
無
料
で
受
こ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
実
施
す
老
後
を
韓
や
か

鮪
い
ま
す
。
去
、
四
十
歳
か
ら
六
け
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
四
十
る
「
が
ん
検
診
」
の
効
果
は
半
減
之
過
ご
す
詑
め

吋
十
七
歳
今
ま
で
の
方
に
は
、
一
般
健
歳
、
五
土
問
、
六
十
歳
に
な
る
人
し
て
し
ま
い
ま
す
。

甑
康
診
査
ま
た
は
が
ん
検
彰
の
い
ず
に
は
、
計
画
健
診
と
い
っ
て
検
現
在
、
健
法
議
で
は
、
四
月
一
一
健
や
か
に
老
い
て
、
省
後
を
楽

弛
れ
か
を
受
け
た
室
、
受
診
結
果
重
告
を
さ
ら
に
増
や
し
た
精
密
高
ま
で
に
、
が
ん
豊
富
し
し
く
過
ご
す
た
め
に
は
、
成
人
病

引
と
一
緒
に
嬢
漢
字
綴
を
送
っ
て
い
検
査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
込
み
の
受
付
を
し
て
い
ま
す
。
み
を
予
防
す
る
健
康
診
査
や
健
康
相

広

ま

す

。

て

い

ま

す

。

な

さ

ん

、

年

に

一

度

は

が

ん

検

診

談

の

ほ

か

、

各

地

区

で

開

か

れ

て

鰍
こ
の
健
康
芋
療
は
、
検
診
の
記
昭
和
五
十
九
年
度
は
、
十
二
月
を
、
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
い
る
「
心
臓
疾
患
の
話
し
」
や

欄

録

の

ほ

か

、

病

気

に

な

っ

た

持

、

当

M

「
栄
養
と
献
立
」
な
ど
を
テ
!

家

震

に

見

せ

る

な

ど

、

自

ら

の

縫

)

仁

間

マ

と

し

た

健

康

教

室

長

あ

し

、

調

康

管

理

に

役

立

て

て

い

た

だ

こ

う

同

古

智

得

た

知

識

を

生

活

の

中

に

取

4

と

す

る

も

の

で

す

。

昭

和

五

十

九

穂

一

成

り

入

れ

て

実

践

し

、

活

消

し

て

い

楽
年
十
一
斉
ま
で
の
手
緩
交
付
数
は

i

v

鱗

く

こ

と

で

す

。

繁

雄

ダ

ン

ス

な

ど

一

一

万

四

千

五

百

五

十

一

掬

で

、

す

に

参

加

す

る

こ

と

も

よ

い

で

し

ょ

で

に

対

象

者

の

五

五

許

の

方

に

交

う

。

自

分

の

健

康

は

自

ら

守

る

こ

付

さ

れ

て

い

ま

す

。

と

を

ス

ロ

ー

ガ

ン

に

、

年

一

度

の

健

康

謀

で

は

、

市

民

の

み

な

さ

健

康

診

査

で

、

自

分

の

健

康

を

確

ん

が

年

一

一

闘

の

一

般

鍵

康

診

査

を

か

め

、

健

康

づ

く

り

に

努

力

し

ま

忘

れ

な

い

た

め

に

、

お

誕

生

月

に

し

よ

う

。

市内の死[?;j別人数



び
わ
青
少
年
の
家
で
は
、
七
月

一
十
一
臼
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま

で
の
夏
休
み
期
間
中
の
利
用
申
し

込
み
を
受
け
付
け
る
。

マ
受
付
期
間

4
月
初
臼
(
土
)

か
ら
4
月
目
的
自
(
水
)
ま
で
電
話

で
受
け
付
け
る
。
4
河川
μ
日
休
館

守
地
せ
ん
会

4
月
お
日
(
木
)

午
後
1
時
初
分
か
ら
。
申
し
込
み

思
体
の
代
表
者
立
会
い
。

7
利
用
定
員

・
宿
泊
管
理
棟
間
人

・
キ
ャ
ン
プ
場
回
人

マ
利
用
資
格
原
則
と
し
て
小
学

校
3
年
生
以
上
(
子
供
会
等
少
年

少
女
団
体
後
先
s

ー
治
2
日
)

マ
申
し
込
み
先
び
わ
青
少
年
の

家
(
電
話
的

i
O八
七
一
)

は
、
狭
あ
い
道
路
に
接
す
る
土
地
一
り
を
行
う
よ
う
媛
築
主
に
お
願
い
一
{
建
築
確
認
申
諮
}

に

住

宅

等

を

建

築

す

る

と

き

は

、

一

ず

る

。

一

狭

あ

い

道

路

に

関

す

る

協

議

が

道
路
境
界
線
か
ら
道
路
用
地
分
を
一
マ
既
存
物
件
既
存
宅
地
等
で
後
一
と
と
の
う
と
、
市
か
ら
協
議
済
誌

確
保
し
忍
埠
路
後
退
線
を
縫
定
し
一
退
道
路
用
地
に
塀
等
が
あ
る
場
合
一
が
交
付
さ
れ
る
。
こ
の
協
議
済
誌

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
後
退
一
は
、
撤
去
の
符
期
等
に
つ
い
て
協
一
を
添
え
て
建
築
確
認
申
請
書
を
提

道

路

用

地

は

、

市

に

有

償

ま

た

は

一

出

す

る

。

無
償
譲
渡
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
菌
性
築
主
は
、
道
路

境
界
査
定
、
狭
あ
い
道
路
に
関
す

る
協
議
な
ど
、
一
連
の
手
続
き
を

終
わ
ら
せ
て
か
ら
、
建
築
確
認
申

請
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

議
襲
撃
蓬
}

原
則
と
し
て
建
築
主
は
、
ま
ず

建
築
す
る
土
地
の
道
路
境
界
変
定

を
申
請
し
、
道
路
後
退
線
を
確
定

さ
せ
る
。
こ
の
境
界
査
定
は
、
申

議
か
ら
交
定
終
了
ま
で
、
一
E

五

か
昼
前
後
を
要
す
る
。

凶
月
一
臼
か
ら
、
平
塚
市
建
築
行
為
に
か
か
る
狭
あ
い
道
路
な
お
、
塀
、
擁
援
等
は
、
境
界

整
備
委
鱗
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
れ
は
、
よ
り
よ
交
定
が
終
了
し
、
道
路
後
退
線
が

権
定
す
る
ま
で
は
築
造
す
る
こ
と

い
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
狭
い
道
路
に
接
レ
た
土
地
に

が
で
き
な
し

住
宅
な
ど
を
建
築
す
る
と
き
は
、
道
路
境
界
か
ら
後
退
し
て
い
{
狭
あ
い
帯
銭
の
協
議
}

た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
。
四
月
か
ら
、
建
築
確
認
事
務
が
、
黒
マ
後
退
道
路
用
地
後
退
し
て
で

き
た
逗
一
路
用
地
は
、
原
則
別
と
し
て

か
ら
市
に
移
議
さ
れ
る
の
を
契
機
に
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

無
償
ま
た
は
有
機
議
渡
と
し
、
こ

を
積
極
的
に
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

れ
が
で
き
な
い
と
き
は
、
無
後
使

平
塚
市
建
築
行
為
に
か
か
る
狭
一
絡
に
接
す
る
土
地
に
住
宅
等
品
用
承
諾
と
す
る
。

あ
い
道
路
整
備
要
繍
は
、
組
員
一
築
す
る
と
き
に
逓
両
用
さ
れ
る
。
マ
隅
切
り

2
つ
以
上
の
道
路
が

・
八
が
以
上
、
閉
討
未
満
の
道
一
之
の
一
婆
綱
に
基
づ
き
四
月
か
ら
一
交
惹
ず
る
角
地
の
場
合
は
、
締
切

市
田
錦
繍
談
窓
お

i
一
一
一
一
内
線
一
一
九
一
一
一

。
人
権
法
樟
措
談
「

3
月
四
日
(
火
)
、

4
月
2
日
(
火
)

。
ん
サ
政
曹
構
描
談
{
日
時
ti

、
お
時

〈
〉
一
般
法
捧
相
談

4
月
4
日
(
木
)
、

4
月
9
臼
(
火
)

予
約
制
(
電
請
で
も
可
)
、
日
時
j
k
p

日
時

。
宅
地
瞳
物
措
談

3
月
回
目
(
火
)
、
日
時
3
日
時

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)

。
登
記
、
融
託
、
鵡
認
識
調
談

4
月
四
日
(
金
)
、
日
時
i
r即時

。
住
宅
相
談

3
月
四
日
(
火
)
、
日
時
1
日
時

。
定
倒
年
童
相
銀
4
月
日
日
(
木
)
、
日
時
-3
日
時

。
一
鶴
市
出
向
捕
談
曜
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
日

曜
*
祝
日
は
除
く
)

〈
〉
消
費
生
活
揖
談

3
月
日
日
(
金
)
、
目
日
(
金
)
、

4
月
5
日

(
金
て
日
時
3
日
時

。
莞
踊
明
帯
覇
特
許
相
談
4
月
8
日
(
月
)
日
時
1
日
時

驚
少
年
栂
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー
二
階
)Ms
j七
一
一
一
一
一

月
，
、
金
曜
日
9
時
S
M
時
一
土
曜
日
は
日
時
ま
で

福

祉

会

館

お

i
一一一一一一一一一一一

。
心
配
ご
と
相
談
垣
選
月
曜
日
(
第
五
を
除
く
)
、
日
時
3
日
時

。
母
子
相
談
毎
週
百
円
5
金
曜
日
、

9
時

s日
時
四
分

。
寧
擢
甥
壷
欄
談
毎
選
月
t
金
曜
日
、

9
時
S
M
時

。
高
齢
者
機
轟
相
談
毎
調
四
月
1
金
曜
日
、

9
時
四
分
4
3
同
時

土
曜
日
は
四
時
ま
で

〈
工
老
人
相
談
毎
週
火
需
木
曜
日
(
た
だ
レ
、
祝
日
の
場
合
は

休
み
て
午
前
日
時
5
日
時



で
あ
る
大
地
緩
の
一
一
別
に
は
、

海
水
が
引
き
、
沖
の
方
ま
で

海
底
が
現
わ
れ
る
こ
と
が
あ

る
と
蘭
く
。
こ
れ
は
、
海
岸

付
近
の
地
盤
が
縫
起
し
た

か
、
そ
の
潤
辺
の
地
盤
が
沈

下
し
て
海
水
が
そ
こ
に
引
引
き

寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
地
盤
の
経
起
や

沈
下
な
ど
が
地
震
の
前
兆
現

象
で
あ
る
。

東
海
地
域
や
南
関
東
地
域

は
、
観
澱
強
化
地
域
の
指
{
疋

を
受
け
、
こ
の
観
測
が
各
所

で
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

前
兆
現
象
を
と
ら
え
た
場
合

に
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8

程
度
以
上
の
東
海
地
震
に
綬

り
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
警
一

戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
る
。
い

正
確
な
情
報
は
、
テ
レ

ピ
、
ラ
ジ
オ
等
で
確
認
を
。

新
入
学
綴
を
迎
一
一
九
、
子
供
た
ち
を
交
通
挙
故
か
ら
守
ろ
う
と
、
四
月
六
日
か
ら
凶
月
十
五

日
ま
で
の
十
内
口
問
、
審
の
全
国
交
書
全
運
動
が
行
わ
れ
る
。
選
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
新

入
学
(
爾
)
児
を
交
通
事
紋
か
ゑ
す
っ
う
」
で
あ
る
。
皆
さ
ん
会
家
庭
で
も
、
交
湧
安
全
教

育
費
徹
底
し
、
決
通
事
故
に
あ
わ
ぬ
よ
う
、
十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
内
で
は
、
昨
年
一
年
間
で
六

百
九
十
九
件
の
交
通
事
故
が
発
生

し
て
い
る
。
こ
の
事
故
で
、
十
九

人
が
死
亡
、
八
世
田
十
一
人
が
重
軽

務災教室

i釘号
;信号
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該
当
す
る
方
は
一
倍
校
総
務
課
へ

第 5回ひらつかルネッサンスまつりが、中

心商1苫街のさ歩行者天冨交通規制区域内で開催

される。

f穫し物には、みこしパレード、ルネッサン

ス美術館(市民プラザ内)、労働祭のカラオ

ケ予選会、その他実行委員会本部のイベン

ト、各商庖会ごとのイベントが予定されてい

る。

とき 3月30Eヨ{ニ1:)-4月 7悶(日〕

jレネツサンスまつり実行委重量会壬ミ

3月17B(日〉

雨天の場合3月24臼に煩延

議合勝取神社(静勢原駅南口行大句パス

停下車徒歩5分) 10時

コース腰取神社ー御殿一関崎神社駒形神

者土一花王立 櫛久保 慌時義実の嘉一

馬渡バス停(解散)

持事ずるもの弁当、水筒、軽装で。

筒い合わせ社会激務繰文化財保務係

とき



ブロ野軍事才一プン戦

13時開始 l横浜大洋対ヤクルト

I 21日中止のとき同試合
9時間会|麓都大学対策京六大学

10時開始|①日本体育大学対法政大学

13時30分 l②東海大学対慶応大学
9時30分 1.少年硬式野球リーグ戦
13時00分，.リトルリ グ春季大会

!整備臼

9時30分|県高野連聖書湘地1&大会開会式およ

び 1磁戦

並年野球地区選抜大会

中学野玉事大会

①大住中学校対金田中学校

②太洋中学校対神明中常校

③神田中学校対中原中学校

盤備，1

友好都市親善審瀦校野法大会

①平塚古宮工業高校対高山工業高校

②平揮工業高校対花巻東!笥校

軟式野球春季大金調会式および

リーグ決勝 (A、B、Cクラス)

①C級太洋ク

③B級市役所対犬神ブア

9 S寺30ラ子

9時間企

10時開始

12時30分

14S寺30ラ:ト

10時間会

l1S寺00ク〉

148寺00タ〉

9時間会

3月248 (日)

3月25日(月)

3月26白(火)

3月27日(水)

3月28日(木)

3月四日(金)

3月30日 (ヰニ)

一
だ
く
も
の
。
期
幅
削
内
に
お
越
し
の

一

う

え

、

縦

覧

を

。

一

戸

、

一
一
〉
縦
覧
賂
爾

4
R
2
g
(
火

)

一

内

念

会

一
か
ら
4
月

日

以

臼

(

月

)

ま

で

一

程

町

内

舟

一

一

1

町

町

会

町

会

一
・
時
間
午
前
8
時
鉛
分
1
午

後

一

日

原

宿

内

全

区

内

一
5
待

(

土

曜

日

は

ロ

時

初

分

ま

一

布

向

会

横

町

泊

五

町

一

一

U

、

内

、

合

区

由

、

会

会

町

一

で

)

一

散

会

町

会

内

会

一

千

一

町

会

会

会

内

内

訪

の

持

日

制

招

待

ず

日

山

口

諮

問

吋

一

日

間

野

球

要

部

)

一

一

議

官

市

重

義

(

窓

一

綱

同

市

町

立

酷

諮

問

器

一

署
員
づ
く
り
「
平
塚
球
場
二
で
ご
了
承
受
入
場
券
の
引
き
換
一

5
月
3
日
(
準
決
勝
)
、
一
マ
縦
覧
で
き
る
方
重
の
所
有
一
下

1
東

土

上

鍛

箆

榔

二

一

一

中

豊

田

西

護

団

が
重
し
、
一
一
一
月
一
一
十
日
午
前
十
一
え
は
午
前
八
時
一
一
一
十
分
か
ら
。
一
(
決
勝
)
一
審
お
よ
び
露
の
親
族
、
納
税
佐
官
一
床
糊
呂
田
腕
司
自
白
日
臼
白
臼
臼
立

脚
立
十
分
か
ら
落
成
式
を
行
~
ヨ
」
一
な
お
、
こ
の
試
合
は
、

T
v
k
一
一
〉
県
高
校
野
球
(
軟
式
部
)
一
混
入
、
法
定
代
理
人
、
所
有
者
の
一
誠
一
同

3

ほ
1

5

6

8

9

日
ロ
ロ
お
お

と
に
な
っ
た
。
こ
け
ら
落
と
し
一
テ
レ
ピ
で
実
況
中
継
さ
れ
る
。
一

5
月
4
臼

(

決

勝

)

一

委

任

ま

た

は

肉

意

を

得

た

人

。

一

臼

叫

H

限
付

M

M

M

M

刀

M

M

M

M

は

、

二

十

百

午

後

長

か

ら

ブ

一

一

[

5

月

分

使

思

議

立

亨

審

査

の

申

し

出

縦

覧

の

結

審

査

委

一

員

会

に

審

査

の

申

し

出

が

て

事

長

合

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

ロ
野
球
オ
ー
プ
ン
戦
横
浜
大
喜
一
空
い
て
い
る
日
一

V
5
R
2
日

、

7

臼

、

吉

、

日

一

巣

、

課

税

毒

に

登

録

さ

れ

た

事

一

で

き

る

。

一

、
ν
ヨ
ン
セ
ン
タ
ー
ほ
か

ヤ

ク

ル

ト

を

行

う

。

…

に

ご

利

用

を

/

一

?

官

、

初

日

3
昔
、
百
五
に
不
服
が
あ
る
在
、

5
月
2
一
問
い
合
わ
せ
は
事
産
税
喜
一
な
お
、
毒
希
望
書
、

3
月

プ

ロ

野

球

オ

ー

プ

ン

戦

は

入

場

一

:

マ

吉

一

B
ま
で
に
平
塚
市
協
定
資
産
評
価
一
室
豪
語
一
一
九
一
)
へ
。
一
昔
(
さ
ま
で
に
市
霊
総
務

券

が

な

い

と

入

場

で

き

な

い

が

、

二

員

室

実

警

護

了

}

の

ほ

か

、

尽

に

よ

っ

て

は

早

一

課

更

生

福

議

へ

。

友
好
都
市
税
善
高
校
野
球
大
会
や
一
…
v
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
一
印
刷
、
夜
間
が
設
い
て
い
る
。
間
い

首
都
大
学
対
東
京
六
大
学
野
球
の
一
公
式
戦
へ
主
催
・
大
洋
球
忠
一
合
わ
せ
は
、
平
日
揮
球
場
(
電
請
お

オ
ー
プ
ン
戦
な
ど
、
入
場
券
が
な
一

5
R
1
日、

8
日、

9
門
口
、
お
一
一
一
六
六
)
へ
。

く
て
も
入
場
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
一

観
戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
一

た
、
岡
周
辺
の
公
園
も
あ
す
一
ま
ゃ
な
一

ど
毅
徹
さ
れ
て
い
る
の
で
散
歩
が

て
ら
ご
間
見
学
を
。

富士見平町内会

て

で

Aa
月
2
5
か
ら
幻
臼
ま
で

3月31臼(臼)

(七に
月日し緑

ミ主き喜
で )ζ て
のか
三ら今澱
品四年い
月もの
、二回あ

筆主主主
二日十ち

さる回
ん t- ~ 
づ」

に 191と塚
人のに市
気緑な緑
の化つ化
あまたま
るつ。つ

無りり
料でが
苗は開
*'、由、
の皆れ

識なま豊縁地 平嘩八景

主な行事緯化まつり、子供大会、七夕まつ

り、花火大会、市良市、産業まつり外

念な史跡、施設村井公覇、平埋球場、土屋

ハイキングコ ス外

!¥e俗芸能パラ、イチゴ、タタミ

イワシ、白無しだるま、田村ばやし外

0サイズキャビネ以上4ツ切、スライド
35ミリ、総写真は募集しない。

0締め切り 5月17日{金)

0送り先宇254平鞭市浅間町9-1

平嘩市観光協会事務局またはカメラ底

01主 草壁応募票{カメラl吉にある)を添

付する

も}
とき 4月6臼(土)策交13臼(二tJ

競技時間午前8時30分~午後 2時30分

釣り場平環沖(大磁寝坊~茅ヶ崎〕

事加重軽格 高校生以上

」ニ一一ア一定 義 350人
~-ー咽喝事F

一ーん拐 事力a料 4，000F守

申込先 E 浅八丸電話21--0904

-庄治郎丸 JJ 21-1312 

・庄三郎丸 )J 21-1012 

@喜楽丸ノ'1 22-2552 

・重量檎丸 1I 22-5956 



3主隠のステージ。次はf可かな三味線、尺八をパックlこ得慈のノドをご披露

「
公
民
館
ま
つ
り
…
は
、
地
域

の
人
た
ち
が
ふ
れ
あ
う
広
場
。

締
り
も
い
ら
な
け
れ
ば
、
気
取

り
も
い
ら
な
い
。
気
軽
で
一
楽
し
い

雰
盟
気
が
最
高
な
の
で
す
。

今
回
は
、
須
賀
、
城
島
、
岡
崎

公
民
館
を
訪
ね
ま
し
た
。
民
謡
を

は
じ
め
、
詩
吟
、
腕
。
、
手
品
な

ど
、
芸
能
再
開
表
は
こ
と
に
に
ぎ
や

か
で
、
舞
台
に
上
が
れ
ば
拍
手
か

っ
さ
い
。
一
方
、
作
品
展
示
は
、

絵
画
、
醤
道
、
工
芸
な
ど
力
作
ぞ

ろ
い
。
さ
で
ひ
と
や
す
み
、
と
く

れ
ば
、
模
擬
属
。
お
で
ん
、
焼
き

そ
ば
、
た
こ
や
き
な
ど
、
こ
ち
ら

も
人
気
は
上
々
で
し
た
。

お花の卸売コーナーもあります

i 
密分たちの作品を昆ているのでしょうか

こ
の
き
っ
ぷ
は
、
年
齢
に
関
係

く
、
だ
れ
も
が
使
用
で
き
る
。

れ
か
ら
春
休
み
に
か
け
て
、
利

二
月
十
日
に
第
一
一
一
十
九
四
都
市
一
一
用
が
多
く
な
る
ト
ク
ト
ク
き
っ
ぷ

対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
、
小
田
一
平
塚
バ
ス
ケ
ッ
ト
協
会
と
見
附
一
の
一
つ
で
あ
る
。

一
原
・
相
績
湖
簡
の
七
一
-
一

J
M
一
台
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
り
「
ミ
ニ
パ
一
円
V

青
春
お
き
っ
ぷ

一
で
行
わ
れ
た
。
一
ス
ケ
ッ
ト
教
案
」
の
生
徒
を
募
集
一
一
冊
五
枚
つ
づ
り
で
、
…
枚
ず

一
今
大
会
に
は
、
二
十
五
チ
ー
ム
一
し
て
い
る
。
一
つ
で
も
使
用
で
き
る
。

一
が
出
場
、
平
塚
市
チ
ー
ム
は
総
合
一
ヤ
期
間

4
月
か
ら
来
年
3
月
ま
了
値
段
一
万
円

一

第

一

一

一

位

と

な

っ

た

。

結

果

は

次

の

一

で

了

有

効

期

間

5
臼
関

議
一
と
お
り
。
(
敬
称
略
)
一
円
V

対
象
小
学
校
4
年
生
か
ら

6
7
発
売

3
月
幻
呂
ま
で

融
一
マ
優
勝
横
浜
・

2
位

翼

一

年

生

ま

で

で

使

用

語

4
5臼
ま
で

t
A

一
原
・

3
位
平
塚
(
市
川
費
、
一
[
〉
内
容
定
期
練
習
は
、
毎
週
土
一
問
い
合
わ
せ
は
、
鴎
鉄
平
塚
田
臥

竺

言

望

書

一

弘

、

章

一

警

ま

た

は

臼

曜

日

午

後

2
持

(

翼

手

二

六

や
一
誠
、
物
井
克
曲
問
、
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婦人体力づくり

4}寺4臼から受け付け

加

一

マ

期

B

4
月
一
品
臼
、
日
目
臼
、
口

事

一

[

口

、

時

呂

、

幻

自

、

お

白

い

一

・

待

問

午

前

9
持
犯
分
3
円以時

h

ノ

自

O
子

円

一

3
4
i

小

ん

一

マ

会

場

見

附

'

一

口

体

脊

館

iv
一
教
育
委
員
会
で
は
、
六
十
年
度
一
マ
対
象
市
内
在
住
の
婦
人
で
全

か
一
第
一
回
婦
人
体
力
づ
く
り
教
護
そ
一
日
程
参
加
で
き
る
方

三
開
く
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
を
。
一
マ
申
し
込
み

3
月
一
昔
か
ら
受

叶
一
行
v
日
程

4
月
ロ
臼
か
ら
遇
3
回
一
け
叫

U

。
保
検
料
百
五
十
円
を

寸
一
(
会
初
日
間
、
月
・
水
・
金
扇
曜
日
)
一
持
t

J

L

一
正
、
見
絹
台
体
育
館
内

正
一
マ
会
場
見
約
台
体
育
館
一
体
世
(
電
諮
問
品

i-一一()六
O)

一
マ
教
室
時
間
?
定
員
一
へ
。

・第
1
コ
ー
ス
午
前
9
待
鉛
分

1mu同
町
叫
分
(
百
五
十
人
)

・第
2
コ
ー
ス
午
前
叩
待
問
分

i
u時
(
百
五
十
人
)

マ
参
加
資
格
市
内
在
住
の
婦
人

警
番
号
の
変
更
日
軒

市
立
み
な
と
児
議
鎮
で
は
、
四

一
臼
か
ら
電
話
番
号
が
変
わ

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
。

宮公庁、商速、一般の予選会

と き 4}署 7臼{毘) 13時から

ところ重富士銀行部

業経雨のときは、 4月14日(臼)勤労会舘で

申し込み 4月 28までに商工会議所 (22

2510) または勤労会館 (32-3355)へ。

先着50人で締め切り。テープ(8トラ)持

事。

卒者草地区労、 i萄盤iこ所療の方

詳レいことは、地区労(31-5249)または地区

間競 (21-7140)ヘ。

後本大会は 5月318 (金)午後8時から。ただ

し、前聞の入室聖者は出場できない。

4}jは第2、4月曜日
密鹿に幸喜朗できます。{無料開放)
酷般有童館 卓球、バドミントン、バスケット、

軟式庭球 (13----16時)、ハレー(16--20時)

楽各務量密とも、ラケット、シャトル、ポーJレは

c必ず各自持事を。(体育館には用意してありませ
ん円

3月25毘(月)午後ls寺-8跨
4月8臼{汚) 11 

4月221ol(湾) 11 
運動のできる服装で参加し、上ばき用の運動

ぐつを用意してください。{館内陪土足離禁で

す。)麗技場内での故金培禁止です。

揺当体曹車操曙怒31-3060



マ
会
費
無
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。

申
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込
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方

法

主

は
が
き
に
希
望
コ
ー
ス
名
(
続
一
羽

一
設
ク
ラ
ス
名
)
、
氏
名
、
住
所
、
一
円
J

一
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醤
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、
年
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、
職
業
を
記
入
一

L
r

一の
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送

す
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1
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タ
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i
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一
カ
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篭
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毎
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)

一
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五
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L
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1
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一
マ
締
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切
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3
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5
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一
関
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一
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芸
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一

副

勤

謙
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一

移

サ
L

叩

れ
一
仇
M

一

関
一
で
一
家
一
教
一

ヤチsν カ

童寵404警

中
央
公
民
館
で
は
、
演
劇
の
タ

ベ
を
煽
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

公
演
す
る
の
は
、
中
央
公
民
館

四
で
行
っ
た
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
の
講

〈
座
か
ら
育
っ
た
自
主
グ
ル
ー
プ
で

唱
あ
る
。
ぜ
ひ
ご
来
場
を
。

山
引
?
同
期
日

3
月
げ
日
(
臼
)

3
a
w午
後
1
待
問
山
分
「
は
じ
め
の

い
っ
ぽ
」
公
演
は
ヤ
ン
グ
ミ

窓

ュ

l
ジ
カ
ル
グ
ル
ー
プ

d

e午
後
6
時
「
楽
震
」
公
演

は
劇
団
摘

す
会
場
平
塚
市
中
央
公
民
館

世
間
写
真
は
楠
の
ジ
ハ
i
サ
ル

時~16時、ふじみ野団地集会所は、 14時~15

時雨天のときは中止となる。

-時間 9 時~21時 (24日は 17時まで)

世美術教室「木彫j

木自由美しさをq朱わうロ

・日程 4 汚 11 日 ~7 月 25 日 揮遇木曜日

(第 1木曜日は除く)

・時間 18時30分~20時30分

膏指導即刻家聾島義氏

・対象 脅年、一般 15人

-材料費実費負担

合体韓日 毎遇月曜日、 3月21日(木)

廿曹少年金描

キ254~実関町12-41 霊童話32-7029

の
作
品
を
募
集

第
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回
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募
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搬
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れ
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有
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3
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四
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で
一
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す
る
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催
歯
妥
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会
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ら
ん
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会
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間

4
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4
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R
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日
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官
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漫

〕
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主
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ル

ネ

ッ

サ

ン

ス
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つ

り

木
彫
、
焼
き
物
、
レ
リ
ー
フ
等
一
実
行
委
員
会

会
員
の
作
品
を
展
示
す
る
。
一
〔
潮
干
隅
女
性
警
議
研
究
会
掌
義
援
〕

・
期
間

3
丹市
μ
P
P
3
月
初
日
一
会
員
の
作
品
キ
」
展
示
す
る
。
一

命

主

催

紅

が

ら

会

一

・
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間

4
月
日
B
5
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刊
四
日
一

{
詰
っ
か
カ
ル
チ
ャ

i
警
一
二
ニ
長
期
信
女
性
芸
研
究
会

官峡商会

。3月日日(日) 10時、 14時 ・3階ホール

f山と潤のある町J20分
「三浦半島の野鳥J20分
円E伊奈川!の究鏑J20分

古こども映iiiil会

04月21日(自) 10時、 14時ー 3髄ホル

「最先の背番号 3Jカラーアニメ 1時間20
分 天才でもなければ秀才でもない長島茂雄

の物語。

官 4月から董葦録替えを

図書館利用券の笠付を受けているカは、 4

月以降に利用券を持参し、 60年度の利用確認

を受けていただきたい。なお、 57年震にを鈍

された万は、 3月いつはいで有効期間が切れ

る。登鵠替えをお忘れなく。

合体輯鈴 障調月瞳日、 3月21日、丹米、 4

月 1日(市制記念日〉
合図嘩掛 字 254週間町12一品質童話31-0415

-対象中学生以ヒ30人

・申し込み 案内帯を送る。 3月30臼までに

60円切手間封のうえ博物賠へ。

官線の国勢鵠査協力者募集

昨革に引き続き、身近な動植物の分布を調

べる「掃の国勢調査」を行う。調査内容は、

1人 1km'ほど白区域を受け持ち、 4 丹 ~10月

の問。こ 3~4 園、震倒産物の分布安調べる。な

お、期間中に数回、見分け方の講習を兼ねた

合同調査を行う

・打ち合わせ 平日コ ス 4斥23日午前中

休日コース 4月四日

・まとめ 平自コース 11月 5日 イ木日コー

ス 11月10日

'申し込み 4 

党体舘日 毎週月曜日、 3月21目、月末、 4

月 1日

会博物輯 千出浅間町12-41環器33-5111

官総合鍵術祭

英樹関悟の教窓生およびサ クルメンパー

の出品による作品属。写真、ポスタ により

全館白書み麗も開く。また、土、

開芸の実揮コーナーを開く。

・期日 3月19日(火) ~3 月 24日〈日)

(21日は休み)

。土曜観襲金「自黙の新閣を作ろう」

市内そ中心に、身近な場所で動植物を観察

し、白熱を題材にした新聞を作る。

・日程毎月 2回(土曜日 14時~17時) 4 

月 14日、 278 5月 11日、 19B

・申し込み 予定表と手引きを送る。 60円切

手間封のうえ博物轄へ。臨時受け付ける。

ゆ天体観察金

月賞や流星群、ハレー琴患等を観察する 0

.対象高校生以 k

-申し込み 4汚10日まで。案内書を受付で

@o，命している。郵送希望者は、 60円切手同

封のうえ博物館へ。

。デッサン敬愛

英樹の表現の基礎的言知機棄として、デッサン

を千子う。

咽日程毎月第 2 木、金曜日 (10時~16時30

分)

・対象成人 (1年間続けて事加できる方)

・申し込み 4月20日まで。往復はがきに住

所、氏名、年齢を記入のうえ博物館へ。

。石仏を調べる金

市内の社寺等に建立されている石造物を調

2， 4 土曜日 (14時~16時)

・申レ3込み 4月 2日までに千主{l芝はカミきで 0
・算集人員 詩人

。地層観帯金

野外で平嘩周辺の地謹を親察するD

-日程臼曙臼(月 '~2 自}

参帯重量の本

古漢字典

物理学辞典

日本の意買事典

臼本考古学史辞典

統計OR活用事典
投界なぞなぞ大事典

朝日キーワード1985

ドイツ・ハンドブック

ニューメディア時代の現代映慢展示

ハンドブック

ブロードウェイミュージカル事典

労閣総覧 60年版

映画室宮名簿 1985 

5本工業年鑑別
1985 牒簡年鑑

ネパール研究ガイド

昭和59年 臼本の白書

官5 海外進出企業総覧
昭和田年版食料白書

ポケット肥料婆覧 1985 

B本物流年鑑 1984 

日本都市年鑑 42 59年版

コンピュー空白書 官4一司5
著作権法ハンドブック お

クラシック・レコード京畦目録

会社総鑑 1984 上、下

1983 臼本河川水質年鑑

85年版通信教育のすべて

比較文学研究文献要覧 '45ー '80

録音図書全国総合目録 '58-'80 

1985 日本スーパーマーケット名鍛

社会保険労働ハンドブック 60年版

務洋人名よみかた辞典 1 II 1II 
全関専門・専修・各種学校ガイド

60年版

す自然観察会(生物)

地質と生物に分けて輯軍合を開く。 4月は
春の花と動物を観察する， (雨天中I.U

「大山に春を訪ねてJ
・日時 4月14日 (日) 8 時~17時

・申し込み 3月羽田までに往援はがきで。

多数のときは、抽せんで30人 e

合プラネタリウム f太穆の顔」
X韓や紫外緯でみるた輔の顔や、春の星産

を眺める。

・投事日 土曜日 14時、日時30分

日包在日 11'寺、 14日幸

なお、春休み 3月27司、 3月四位、4Fl3

日、 4月 4臼O)14i};与ヵ、らも千子う。

世移動簿物館

「平塚田野鳥」 ー会場 松原公民館

野鳥の写真、はく製を麗示するD

-期G 3月16日(土) ~3 月 17 日 (B)

なお、 3月16日14時、 3月17日10日寺から、

バードウォッチングの会を開く。

古容量曽品コーナーは車絵j

盟辺コレクションの数ある錦絵の中から、

明治期のものを中心に罷示している。

・期間 3月30日〈土)まで

古車手間参加者を募集

母古文樺輯統合

市内に残る江戸時代の古文書の読み方を学

び、江戸時代の塵史にふれる。

・臼韓毎月第 1、第 3土曜日 14時 -16時

・時し込み 4月15日まで。往揮はがきに住

所、氏名、電話番号を記入のうえ博物館

へ。定員は30人。



輯対象 2競 6か月までの乳幼児
鶴会場 平塚保憎所

鞠日程 4月 1目、 8目、 15臼

盟時間午前9時-10時30分

盟申し込み電話で平嘩揮櫨所 (32

0130)へ予約する。

生後10か月から12か月未満田赤ち

ゃんが受ける健廉枠査。くわしいこ

とは手塚保樺所 (32~0130) へ。

調会場保櫨センタ

輯受付午後 111子-2'予
輔昌子韓調子張本fH}.別問と事，k:用
呉と描ブラシを持参

4F:1l1日 58年 10丹生

盟会場保瞳センター

醐受付午後1時-2時
覇母子瞳鹿手植本間・別冊と筆記用

具を持参(3か月児は本冊のみ〉
[3か月児]

4月 3日 59年12月 1日-10口生

4月24包 59年12月日日~20 Ei生

4月30日 59年12月2Hl------31日生

い趣6カ、丹泥1
4月 9日 58年10月 1日-10日生

4丹 16臼 58年10月11日-20日生

4月四日 時々弓OJ:-121日-31日生

日購泥]

4月 4日 57年 2月 1E3 ~lO日生
4月18日 57年 2月日日-20自生

4月訪日 57年 2t121日-28日生

輯判定.BCG接種

目白 中原公民舘、淡金田公民館、

※岡崎公民館

12白 金自公民館、神田公民館、

ヌモ域島公民館

19日保韓センター

【4Jll 
盟ツベルクリン接種

9日 中庫公民館、淡金田公民館、
諸経関崎公民館

10日 金目公民館、神田公民館、

※域島公民館

17日 揮瞳センター

輔輯l潮 ...3留畳ける

・対象 2麓 (24か月)から 4輯

(48か月)までの幼児。なお、接種

間繭は2部、 3回とも 3週間から 8
週間。

盟鮪2務 .1箇受ける
・対象第 1期の 3回忌が終わって

から Z年以上 1年 6か月以内の期間

に受ける。なお、第 1期を早めに受

けて、第2期もなるべく阜く 4麓ま

でに轄了するようにしていただきた

し」

[4月3
24臼 福祉金臨、旭北公民館、

減豊田公民舘

25日 大野公民舘、構内公民館、

韓保全館

26日 保瞳センタ一、

楽中央農協土訳文所

鍵
療
諜
で
は
、
狂
犬
病
予
防
法

に
基
づ
き
、
平
塚
保
健
所
と
協
力

し
て
生
後
白
日
以
上
の
飼
い
犬
の

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行

う
。
倒
人
通
知
は
し
な
い
の
で
、

狂犬病予紡注射羽穫量豊

4
月
刊
山
臼
ま
で
に
申
し
込
み
を

o

c

o

c

o

c

c

o

o

 

近

年

、

蓄

の

ト

ッ

プ

雲

め

一

長

選

世

帯

お

よ

び

刈

歳

以

上

は

口

け

川

叶

川

口

削

i
l
i

て

い

る

「

が

ん

一

は

、

健

康

診

断

一

無

料

8

叩

山

口

出

ね

お

町

四

川

日

開

問

団

組

日

間

間

日

間

一

:

:

;

;

;

;

:

]

1

1

1

2

2

!

に

よ

る

早

期

発

見

と

字

削

制

治

療

に

一

守

会

場

叩

H

M

M

M

M

H

H

刀

グ

刀

丹

H
H
M
M
W

万

M

M
げ

η

リ
月

一

よ

っ

て

百

室

る

と

い

わ

れ

て

い

一

・

各

集

団

警

保

健

セ

ン

タ

!

レ

l
I
l
l
i
-
-
i
l
l
ぃ!
i
l
i
l
i
-
-川

山
一
る
。
毎
年
定
期
的
に
検
診
を
受
け
一

(
6
月
9
H
一
日
)
は
市
役
所
)
一
口
セ
ン
タ
仁
会
健
康
普
及
員
一
検
彰
援
療
機
関
の
中
か
ら
自
分
一
レ
ス
テ
口
l
ル
、
血
機
、
貧
血
、

一
て
、
俄
漢
を
確
か
め
よ
う
。
一
・
子
宮
が
ん
施
設
検
診
牧
野
長
一
宅
に
間
同
意
し
て
あ
る
。
一
で
施
設
を
選
ん
で
受
け
る
。
阿
国
一
命
圧
、
尿
検
査
等
)

1

日
々
日
一
一
な
お
、
子
{
昂
が
ん
検
診
は
、
指
一
説
(
八
重
咲
町
)
、
高
山
医
院
一
斑
官
製
は
が
き
の
場
合
は
、
希
議
一
人
あ
て
受
検
証
を
受
け
取
っ
た
で

2
B
g
体
力
測
定
(
ふ
み
ム
口

同
戸
か
け
一
定
検
診
察
概
機
関
の
中
か
ら
自
分
一
(
達
上
ケ
丘
)
、
白
須
産
婦
人
一
す
る
検
中
之
、
庁
所
、
氏
名
、
一
後
、
医
療
機
関
と
受
笠
宮
で
日
一
昇
降
、
上
体
お
こ
し
、
援
力
、
経

ん
そ
方
却
セ
一
で
施
設
を
選
ん
で
受
診
す
る
施
設
一
科
医
続
(
豊
原
町
)
、
平
産
婦
一
年
齢
、
電
話
醤
号
を
記
入
し
一
呈
を
尭
め
て
、
!
?
た
だ
く
。
な
一
一
旦
と
び
、
反
復
横
と
び
等
)
及
び

宗

忠

柚

一

検

診

と

、

検

撃

で

一

受

手

量

一

人

雲

院

(

明

石

町

)

、

篠

塚

一

て

、

一

γ
望
塚
市
浅
間
町

9
i
一
則
、
宮
検
出
ト
は
伎
の
婦
人
一
総
合
指
導

ぉ
一
一
則
一
叩
ト
間
一
回
検
診
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
一
つ
一
産
婦
人
科
医
院
(
見
附
町
)
、
一

1
平
塚
市
役
所
健
康
諜
へ
。
…
科
疾
患
の
筆
名
行
う
o

一
マ
料
金
一
ニ
千
五
百
円

rMm
抑

制

と

を

選

ぶ

。

一

山

口

産

婦

人

医

院

(

立

野

一

マ

実

施

章

一

マ

問

い

合

わ

せ

市

健

康

課

(

内

一

7
申
し
込
み
電
話
で
平
震
健
一

先
行
掘
月
佳
品
い
一
マ
対
象
(
市
内
在
住
の
方
了
料
一
町
)
、
ム
7
井
医
院
(
豊
原
町
)
、
一
・
施
設
検
彰

4
月
1
4
7
丹

一

線

一

一

五

九

)

へ

。

一

所

管

環

課

(

犯

O
三一…

0
)
一

ぷ
九
3

よ

則

一

金

一

見

一

一

婦

人

科

医

続

(

徳

一

・

量

検

診

日

程

表

の

と

お

り

一

赤

ち

ゃ

ん

椙

謹

一

へ

。

一

め

対

加

象

時

分

場

レ

一

一

・

胃

が

ん

築

印

検

診

刊

歳

以

上

一

延

)

脅

谷

産

婦

人

科

医

院

一

躍

集

問

検

診

に

つ

い

て

、

特

に

希

一

一

…

初

を

害

対

日

目

会

申

羽

一

一

一

一

方
ご
瞳
臨
時
闇
瞳
(
一
の
男
友
(
五
百
円
)
一
(
真
土
)
、
高
産
婦
人
科
医
続
一
望
す
る
日
が
あ
る
場
合
は
、
申
一
{
保
鍵
セ
ン
タ
ー
〕

・
子
宮
が
ん
施
設
検
診
初
歳
以
一
(
中
原
)
、
前
国
産
婦
人
科
一
し
込
み
警
に
記
入
す
る
こ
と
。
一
マ
対
象

1
緩
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

と

の

婦

人

(

一

千

円

)

一

(

桃

浜

町

)

一

ぺ

た

し

、

先

着

照

と

す

る

の

で

一

門
V

臼
時
毎
週
水
曜
日
午
前
9
持

・
子
寓
が
ん
集
団
検
診
お
歳
以
一
マ
申
し
込
み
治
定
申
し
込
み
書
一
希
望
す
る
臼
が
満
員
と
な
っ
た
一
羽
分
1
ぬ
降
初
分

上
の
婦
人
(
閉
百
円
)
一
か
賞
品
説
は
が
き
で
鰻
康
課
へ
。
一
待
は
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
一
マ
母
子
縫
媛
手
帳
を
持
参

・
乳
が
ん
集
団
検
診
鉛
歳
以
と
一
※
指
定
申
し
込
み
警
は
、
市
役

4
月
初
日
一
〔
平
塚
保
健
所
}

の

婦

人

(

六

百

円

)

所

、

各

公

民

館

、

臨

む

副

市

民

窓

指

定

一

門

V

臼
時
毎
趨
木
曜
日
午
後
1
時

旭北公民館

須賀公民館

中央農協北金目倉庫

横内公民舘

八幡自治会館

富士見公民館

金 B公民館

徳延神社

丸呈北公民館

須賀公民館

八幡公民館

構内公民舘

明石町公薗

大神寄木神社

大久保公濁

金問公民主富

徳延神社

!I 16臼

)} 17日

}/ 18日

!! 19日

ノ'1 20臼

ノノ 22日

ノノ 23B 

JJ 24臼

/1 25日

集邸検診B程表

。

ζコ

0
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0
0
 

。。。

0
0
c
c
 

住民異動届は、選挙、就学、国箆年金、国民瞳康樺

験、予隣接種、印置証明などのもとになる蒙聾なもの

ですロ住所が変わったときは必ず148以内に届け出を

刊 してください。

届け出には、そむ方の氏名、住所、異動した年月

自、 t建前の住所等がわかるようにし、本人または世帯

主等が届け出ることになっています。

うその届け出をしたり、正当の理由がなく屈け出を

おこたった場合は過料が科せられる場合があります。

淡担当 市民課市民異動保(電話23一日11内棉234)

伊豆茨減俳句大会

題季節は跨わないが、天城湯ヶ島を対象に

詠んだ句に絞る。

句 数 1綴 3句とする(向組でもよい)

会 欝 1組 1000Pl(現金、定額告替)

締め切り 5丹31日

用 紙 200字詰原稿用紙にベン醤ではっ

きりと

申し込み氏名、俳号、住所、電話番号、職

紫、年齢を記入して下記へ。

送り先干410--32静潟県田方郡天域湯ヶ

島町市山天域観光協会俳句大会係

電話05588~ 5 ~1056 



国
毘
金
融
会
庫
で
は
、
高
校
、
大
学

等
の
進
学
に
必
要
担
資
金
を
融
置
し

て
い
る
。

守
融
資
額

1
進
学
者
叩
万
円
以
下

マ
融
費
期
開
通
学
す
る
宇
佐
白
樺

襲
年
間
以
内
。
結
大
等
お
よ
び
母
子

華
麗
は
、
ー
茸
延
長
が
可
能
。

マ
利
率
年
7
・
6
軒

V
樺
薮
財
罰
法
人
進
学
費
金
誕
皆

楳
証
基
金
ま
た
は
保
証
人
1
人
以
上

一
私
は
毎
朝
、
ジ
ヨ

一
饗
望
。
」
ギ
ン
グ
を
し
て
い
る

市
民
ラ
ン
ナ
ー
で
す
。

平
塚
球
場
を
眺
め
る
た
び

に
、
こ
の
潟
辺
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ

の
コ
ー
ス
が
で
き
た
ら
、
ど
ん

な
に
い
い
か
と
患
っ
て
い
ま

す
。
コ
ー
ス
な
ど
と
大
げ
さ
な

も
の
で
は
な
く
、
走
行
距
離
の

自
安
と
な
る
表
示
桜
も
設
麗
し

て
い
た
だ
く
だ
の
で
も
、
十
分

活
用
で
き
ま
す
。

最
近
で
は
、
私
の
よ
う
な
涼

民
ラ
ン
ナ
ー
が
多
く
な
っ
て
い

る
と
患
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
設

援
を
お
願
い
し
ま
す
。
市
醐
膿
殴

打
醐
間
木
小
一
池
保
江
8
7
h
v

平
塚
球
場
は
、
同
月

マ
問
い
合
わ
せ
先
国
民
金
融
公
庫

小
田
原
支
癌
(
竃
語
O
四
六
五
!
田

!
一
一
ご
七
五
)

県
立
軍
木
南
高
校
で
は
、
通
宿
制
生

桂
を
募
集
す
る
。

マ
募
集
期
間

3
月
間
日
(
金
)
3

4
月
3
E
(水
)

マ
費
付
時
間
午
前
9
時
S
午
桂
5

時
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

マ
募
集
人
員
普
通
科
ニ
百
七
十
人

守
問
い
合
わ
せ
先
県
立
南
高
等
学

校
(
庫
本
市
岡
田
一
七
五
ニ
・
電
話

。
四
六
一
一
!
詞

i
五
五
回
穴
)

平
揮
商
工
会
議
所
で
は
、
初
紐
博

記
講
座
を
開
く
。

ヨ

マ
日
程

4
月
1
日
3
6
月
7
日

(
四
日
間
)

・
時
間
午
睡
6
時
3
8時

門

v
会
場
平
壇
高
工
会
議
所
(
平
理

市
松
田
同
町
2
l
M
)

守
受
講
料
一
万
八
千
円

守
申
し
込
み

3
月
訂
日
(
水
)
ま

で
に
平
塚
商
工
会
識
斎
(
篭
話
詑

l

二
五
一

O
)
へ。

企
業
経
営
者
、
経
営
接
継
者
、
中

堅
管
理
者
等
を
対
象
に
、
中
小
企
業

経
営
講
盛
が
開
か
れ
る
。

マ
期
日

3
月
四
目
、

3
月
初
日
・

時
間
午
桂
1
時
3
4時

守
会
場
平
揮
市
勤
労
金
額

マ
テ
ー
マ
中
小
企
業
の
経
営
分

析
、
経
営
計
画
の
考
え
方

穣上競技場にあわせてコースも

守
申
し
込
み
先
市
商
工
諜
工
業
保

(
内
綿
五

O
七
)

マ
補
聴
器

3
月
白
日
(
金
)
午
前

日
時
3
日
時

マ
整
形
ブ
ロ

y
ク

3
月
四
日

(
月
)
午
後
Z
時
3
3時

マ
耳
鼻
科

3
月
幻
自
(
本
)
午
桂

1
時
5
3時

会
場
は
、
平
塚
市
福
祉
会
館
。
問

い
合
わ
せ
は
、
市
福
祉
時
誘
観
更
生

福
祉
夜
(
内
綿
一
一
二
二
)
へ
。

マ
期
日

3
月
回
目
(
土
)

守
会
場
松
原
公
民
舘

マ
相
諜
員
弁
護
士
費
車
唯
光
民

椙
観
希
望
著
は
、
前
日
午
後
5
時

ら
さ
ざ
広
場
に
は
、
西
宮
川
と

穴
E

岡
山
川
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

ま
で
に
松
原
公
民
館
(
電
話
れ
!
六

一
八
六
)
へ
。
{
疋
貢
に
な
り
し
だ
い

締
め
切
る
。

'V'V時中定
入金 日朝平
場場 時槙揮
料 芽児
平 3金童
五塘 丹を告

書室 昔守富
セ(。で
ン土は
タ)

1 午第
桂四
2 田

登
記
所
へ
土
地
等
の
登
記
簿
謄
本

を
請
求
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

権
利
書
等
で
地
吾
、
家
麗
番
号
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
窓
口
が
埠
雑
ず
る
の
で
、

午
前
叩
時
ご
ろ
ま
で
に
申
請
を
。

.
横
誤
地
方
法
務
局
平
揮
出
張
所

(
電
諮
問

i
六
五
五
七
)

瞳
援
で
生
き
が
い
の
あ
る
驚
か
な

老
撞
を
迎
え
る
た
め
、
消
費
生
活
関

連
三
者
懇
話
会
が
聞
か
れ
る
。

V
日
時

3
月
四
日
(
月
)
午
桂
Z

時
3
3
時
却
分

マ
金
場
平
揮
市
教
育
会
輯

マ
テ
ー
マ
人
生
初
年
時
代
、
で
き

て
い
ま
す
か
あ
な
た
の
生
醍
設
計

マ
問
い
合
わ
せ
先
市
地
域
づ
く
り

課
(
内
綿
ニ
関
西
)

(
敬
称
略
)

マ
社
金
構
祉
へ
・
磯
崎
輝
夫
二
千

円
、
太
陽
生
命
平
集
会
員
五
千
円

マ
交
遜
遺
児
へ
・
ヌ
皇
女
全
協
会
松

原
支
部
代
表
鈴
木
末
子
三
万
四
千

四
百
円

7
恵
ま
れ
な
い
方
(
理
)
へ
・
(
株
)
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
代
表
取
締
役
小
島
勝
利

四
万
六
千
五
十
七
円

守
心
身
樺
曹
(
兇
)
者
の
方
へ
・
騨

s
-
s
一
千
円

マ
社
金
構
祉
基
金
へ
・
渡
辺
道
禅

一
千
四
百
十
五
円
、
詠
歌
講
弱
費
支

部
一
…
一
万
円
、
普
明
会
教
盟
小
田
原

支
部
五
万
円
ベ
上
田
ユ
ウ
一
千

円
、
宝
酒
安
全
協
会
金
田
支
部
・
金

田
小
P
T
A
・
金
田
端
何
年
間
一
万

七
千
七
百
円
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
(
遠
藤
典
子
、
能
樺
由
美
、

佐
川
輯
子
、
山
本
享
子
)
十
五
万

円
、
平
埠
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
十

一
万
三
千
七
吉
円
、
撫
子
原
熊
沢

五
千
円
、
小
鹿
彊
費
四
千
五
百
十

八
円
、
狩
野
八
郎
一
千
じ
百
五
十

三
円
、
丹
羽
辰
男
二
千
二
百
八
十

一
ニ
円
、
平
理
Y
W
C
A

一
万
二
千

百
円
、
小
水
忠
十
万
円
、
中
村
留

五
郎
一
千
円
、
ブ
ラ
ジ
ャ
ン
平
嘩

庖
八
万
一
千
百
九
十
四
円
、
匿
名

一
一
一
百
九
十
一
円
、
つ
く
し
看
護
婦

家
政
婦
紹
介
所
一
万
円
、
埴
島
小

学
校
P
T
A

一
万
円
、
市
民
プ
ラ

ザ
募
金
箱
五
万
七
千
六
百
三
十
六

円
、
つ
も
る
会
落
合
五
千
円
、
太

陽
生
命
手
集
会
員
一
千
八
百
円
、

匿
名
五
千
円
、
平
車
競
輪
入
場
券

売
場
一
間
三
千
七
十
八
円
、
高
瀬

樟
苦
二
千
円
、
金
旭
中
学
校

一
万
三
千
四
百
四
十
一
一
一
円
、
平
嘩
酉

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
九
万
五
千

円
、
平
塚
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
十

九
万
七
千
五
百
円
、
平
場
北
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
十
三
万
七
千
五
百

円
、
平
壇
商
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

九
万
七
千
五
自
円
、
韓
庫
医
龍
一

千
九
百
三
十
三
円
、
神
田
金
一
郎

七
百
六
円
、
著
品
開
ミ
サ
子
三
千
三
百

円
、
は
や
し
高
居
五
千
八
百
四
十

三
円

県動物樺謹センタ では、捨て犬、捨てね

こによるのら犬、のらねこの増加と、犬、ね

こによる危害を防ぐため、今回も改の日程で

いらなくなった犬、ねこの巡回収容を行う。

さ当日、犬を出される方は「印藍Jr犬の鑑
札Jr注射精票Jr愛犬手帳」を持参のうえ会
場へお出かけを。な布、収容E径の停曹時間は

10分間。また、担こは麻捜かダンボール箱に

入れていただきたい。

4F.!6日(土) 4}奇13罰{土)
9 : 00 神田公民館 9 : 00 松原公民館

9 : 25 大野公民館 9 : 20 讃賀公民館

9 : 50 豊田公民館 9 : 40 花車公民舘

10: 10 時島公民舘 10: 00 1富士見公民館

10: 30 金田公民館 10: 30 中原公民賠

10: 50 岡崎公民館 10: 55 旭公民館

日時金百公民館日時三宮沢公民輯

と違上
桂においても、増水した金目JlIの

水は、新I11との閤を押し明って、

新川と一つになり、新111にホあふ

れを生じさせた。そ申上、金白川

上流左岸、小鮎JlI・相揖JlI右揮埋

肪が切れた場合、そこから流れ出

した水色皆ここに集まって来た。

こうして、この地に琉れ入った

ホ培、田掴・入車記瞳曹を与えた

ばかりでなく、東樺i董の人馬空遂

をも阻害したりで、との堤詰どう

しても必要であった。

しかし、南原にとっては珪癌至

極で、撞によって田畑にホが留ま

り、それが両日か続いたら、その

轍害時三F害どころではなかった。

このような堤は、市内にも揖っ

かあって、水上と水下とで酷刻jな

争いを展開している所もあるが、

南原村・平草摺間では、こうした

争いがあったということを聞かな

い。耕水申標、平理摺は、前述の

切れ自に、土憧を2龍田高さだ廿

積んでよいことになっていた。

謹上地は、そ由西方にあった新

地、南方ιあったヒョウタン地と
共に、 ζζに揖れ入った本むため

に掴られて出来たもむという。

(文費臼井弘}凝詣たずね詰帯

史纏さん鐸{窃瀦3ト-lJ4謂〉へ

>68< 昭和 27年ごろの逮上池

新 JI!
下回(しもだ〕排水路は、大土

曜堀(おおがみせ害問り)といっ

て、璃八幡に尭し、旧海軍火薬臨

構内を通り、中原から甫鹿記続い

ていた水田由昭ほ中央を疏れ、南

町切関西部で世田川に杭入してい

た川がもとになっている。

この水路の末端、世間111に龍入

しようとする所の甫棚、上平嘩丹

に、壊が轟かれている。また、こ

り東方にある壇上地{たんじよう

いげ)の南醐にも堤があって、己

の闘揖は、最近まで、県議平車・

秦野離に当たる所にあった道路の

輯だけを残してつながっていた。

この堤が築かれたのは、主E戸時

代の中期と息は撞定しているが、

それ以前から、南原(当時村)か

ら上平理・柳町{当時平揮措内)

に続いていた本田・掴地むまん中

しかも南原村と平壇宿を区切るよ

うに、 fるI故この大きな揖がつくら

れた田であろうか。

大上轍掘が新川に掠入する所は

聾防が切れているので、出水田場

合、このような擢をつくって酷が

な吋ればならない。また、とり上

説、南置土手において拙、宝永3

年 (1706)壷 13J11故笹直桂曜かり

でなく、その下流出世静(1722)

ー
は
、
「
子
離
れ
」
が
課
題
だ
っ
た

引
ょ
う
で
す
。

寸
J

A

君
は
主
ぜ
聴
密
に
こ
だ
わ
る

分
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
や
ら
お
母

怠
さ
ん
か
ら
い
つ
も
心
の
中
を
の
ぞ

け
J

か
れ
、
「
自
分
」
と
い
う
も
の
を

尺
し
っ
か
り
持
て
な
か
っ
た
た
め
の

V
ト
ょ
う
で
す
。
お
母
さ
ん
の
触
っ
た

純
一
一
も
の
を
汚
が
る
と
い
う
の
も
お
母

;
ぢ
ん
か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
気
持

「
こ
こ
で
や
っ
た
こ
と
、
話
し
ち
を
コ
円
い
」
と
い
う
静
で
表
現

た
こ
と
は
だ
れ
に
も
い
わ
な
い
。
し
た
り
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
先
生
も
絶
対
に
お
母
さ
ん

A
轄
の
課
題
が
「
親
離
れ
」
で

J
L
い
わ
な
い
で
ご
と
A
君
は
治
あ
り
、
そ
れ
は
、
問
時
に
お
母
さ

時間者

ι念
を
押
し
ま
し
た
。
ん
に
と
っ
て
は
「
子
離
れ
」
と
い

中
2
の
A
君
は
、
お
母
さ
ん
が
一
つ
課
題
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

触
っ
た
も
の
は
汚
い
と
い
っ
て
、
秘
密
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、

手
が
す
り
む
け
る
ま
で
洗
わ
な
い
や
や
も
す
る
と
否
定
的
に
と
ち
れ

と
気
が
す
み
ま
せ
ん
。
お
母
さ
ん
が
ち
で
す
が
、
酪
密
を
も
ら
さ
す

は
、
ど
う
し
て
こ
う
な
一
一
戸
土

F
L患
に
持
っ
て
い
ら
れ
る
と

っ
た
の
か
ま
る
で
わ
か

h
d
h
平
い
う
白
は
一
つ
の
能
力

ら
な
い
と
い
っ
て
い
ま
野
島
イ
露
で
あ
り
、
大
人
に
な
る

し
た
が
、
善
が
す
す
一
二
賢
一
ピ
行
時
の
一
つ
由
来
件
で
も

む
に
つ
れ
て
、
お
母
さ

F
仁』
γ
1
一
一
J
ず
あ
る
わ
け
で
す
。

ん
誌
、

A
君
む
こ
と
を
晴
世
』

A
J
f
J
V
A君
白
場
合
は
、
拾

す
べ
て
知
っ
て
い
な
い

1
4
3
「
ぷ
揮
者
が
A
君
の
「
艶
密

と
気
が
す
ま
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
づ
く
り
」
を
助
け
る
と
い
う
指
で

て
き
ま
し
た
。
契
鼎
、
泊
曹
者
と

A
君
の
「
自
分
づ
く
り
」
を
す
す

A
君
が
話
し
て
い
る
部
患
に
入
つ
め
て
き
ま
し
た
。

て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
十
=
お
治
揮
者
と
の
酪
塘
づ
く
り
が
す
~

母
さ
ん
は
、

A
君
が
自
分
か
ら
離
す
む
な
か
で
、
お
母
さ
ん
由
触
つ

れ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
た
も
の
を
汚
が
る
と
い
う
こ
と

か
と
寂
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
も
、
告
し
ず
つ
な
く
な
っ
て
き
て

い
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

、ん々み与

ぐ前識を竺
~ 吉次弘、でネ::-
τ研一〈
づ7品、一

く〉巡沼8軽量/3月 18日間)10時~日時駅
南口/3月 25日{月) 10 時~1l時キーパー・

日時~12 時明石製作所・ 13 時~15時三協化

学/3月 26日(火) 10 時 ~15 時三共・ 10 時

~12 時明型作所・ 13時~15時モダンプラス

チック/3丹 28日(木) 10時~日時土壇公民

轄・ 13 時~15 時 三宮沢公民舘/3月 29日(金〉

10 時~15時駅構口/4 月 5 日{金) 10 時~~15

時 日産ザニー湘南臨売/4月 128 (金) 10時

~12時ワロコ製作所. 13時 ~15時間島工

業/4河 13日(土) 10 時~15 時紅谷町舟平前

(平理なでしとライオンズクラブ)
/ 

朝夕の犬の散曹は、犬の健康のために必要

なことだが、図るのは、犬のフン*を放護ず

ること。癌生上よくないことはもちろんむこ

と、他人的人にたいへん迷惑になる。勺犬の

フンらは、室電い主の重苦f壬において土に埋める
など始末しよう。な布、道路側溝には入れな

いこと。

一ご協力ありがとうございましたー

融内工業 70入、平二軍 66入、日産車体 319

入、五韻ヶ台高校 280入、平嘩中郡高剤師金 107

入、平理合間庁舎 52人、高砂香料 66入、住友麗

機構工輩出入、花水公民館38人、松原公民館

29人、駅南口 46入。
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